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新型コロナウイルス感染症

国
の
新
た
な
考
え
方
に
基
づ

き
、
ピ
ー
ク
時
の
患
者
数
や

ピ
ー
ク
到
達
ま
で
の
増
加
ス
ピ
ー

ド
を
見
込
み
、
段
階
的
な
フ
ェ
ー

ズ
を
再
設
定
し
て
各
段
階
の
必
要

病
床
数
を
設
定
。専
門
家
会
議（
※

２
）
を
経
て
対
象
医
療
機
関
に
割

り
振
り
を
示
す
。
患
者
数
増
加
に

先
ん
じ
て
病
床
を
確
保
し
安
心
な

医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
。

再
拡
大
期
に
備
え
る
取
り
組

み
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は

病
床
の
確
保
。
厚
生
労
働
省
は
６

月
、
各
都
道
府
県
に
対
し
第
２
波

に
備
え
た
病
床
確
保
計
画
（
※
１
）

を
策
定
し
、
７
月
下
旬
を
目
途
に

体
制
を
整
備
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
で
必
要
病

床
数
を
確
保
し
、県
民
に
「
安
心
」

を
届
け
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

病
床
の
確
保
に
つ
い
て

福
祉
施
設
で
の
集
団
感
染
を

防
止
す
る
に
は
初
期
の
対
応

が
重
要
で
あ
る
。
速
や
か
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
に
加
え
、
感
染
判
明
時
に

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
※
３
）
を
派
遣

し
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
。ま
た
、

防
護
具
の
適
切
な
使
用
方
法
な
ど

を
全
施
設
職
員
が
速
や
か
に
学
べ

る
よ
う
専
門
看
護
師
に
よ
る
研
修

動
画
を
配
信
す
る
。

介
護
施
設
な
ど
福
祉
施
設
で

は
感
染
拡
大
が
生
じ
や
す
く

重
症
化
の
リ
ス
ク
も
高
い
。
利
用

者
や
職
員
に
発
熱
な
ど
の
症
状
が

出
た
段
階
で
速
や
か
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
、
陽
性
者
の
確
定
、
濃
厚
接
触

者
の
検
査
を
行
う
べ
き
。
ま
た
集

団
感
染
予
防
の
た
め
の
研
修
会
を

実
施
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
県
に
共

有
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

福
祉
施
設
に
お
け
る

集
団
感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て

「
彩
の
国
『
新
し
い
生
活
様

式
』
安
心
宣
言
」（
※
４
）

の
活
用
に
よ
り
事
業
者
全
体
で
の

経
済
活
動
と
感
染
拡
大
防
止
徹
底

を
促
す
。
ま
た
第
２
波
、
第
３
波

の
影
響
下
で
の
経
済
活
動
の
継
続

に
つ
い
て
「
強
い
経
済
の
構
築
に

向
け
た
埼
玉
県
戦
略
会
議
」（
※

５
）
の
場
で
議
論
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
ち
社
会
実
装
を
進
め
る
。

外
出
自
粛
や
休
業
要
請
な
ど

の
感
染
防
止
対
策
は
感
染
者

を
徐
々
に
減
少
さ
せ
、
本
県
も
緊

急
事
態
宣
言
解
除
を
迎
え
た
。
し

か
し
、
経
済
に
対
す
る
深
刻
な
打

撃
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ

れ
る
。
感
染
拡
大
を
防
ぎ
つ
つ
経

済
活
動
へ
ウ
エ
イ
ト
シ
フ
ト
す
べ

き
だ
が
具
体
的
な
戦
略
を
問
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
拡
大
防
止
と

社
会
経
済
活
動
の
両
立
に

つ
い
て

特
定
警
戒
都
道
府
県
と
し
て

最
後
ま
で
指
定
さ
れ
た
本
県

は
当
面
「
安
心
で
安
全
な
観
光
」

「
本
県
の
魅
力
を
広
め
る
」
こ
と

を
最
優
先
に
観
光
振
興
を
進
め

る
。
新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
き

感
染
防
止
策
に
万
全
を
期
す
お
す

す
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
、
ウ
ェ
ブ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
す
る
な
ど
県
内

観
光
の
魅
力
発
信
と
周
遊
を
促
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
の
影
響
で
本
県
観
光

も
多
大
な
損
害
を
受
け
て
い
る
。

宿
泊
料
金
の
割
引
事
業
に
取
り
組

む
自
治
体
も
あ
る
が
本
県
は
ど
う

支
援
に
取
り
組
む
か
。
ま
た
都
道

府
県
を
ま
た
ぐ
観
光
が
た
め
ら
わ

れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
魅
力
あ
る

県
内
観
光
を
県
民
に
知
っ
て
も
ら

う
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た

観
光
施
策
の
展
開
に
つ
い
て

延
期
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

課
題
と
取
り
組
み
の

方
向
性
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
で
は

地
域
整
備
事
業
会
計
か
ら
の

借
入
金
な
ど
を
原
資
に
必
要
な
施

策
を
迅
速
に
実
施
。
予
算
編
成
に

お
い
て
は
、
歳
入
と
歳
出
に
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
て
お
り
基
金
を
取
り

崩
し
て
対
応
し
て
い
る
。
基
金
残

高
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
指

摘
の
通
り
。
懸
念
す
べ
き
重
要
課

題
と
捉
え
残
高
確
保
に
取
り
組
む
。

歳
入
の
減
少
や
急
な
歳
出
な

ど
年
度
間
の
財
源
不
足
に
備

え
る
た
め
の
財
政
調
整
基
金
。
予

算
編
成
時
の
基
金
の
取
り
崩
し
の

常
態
化
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

遅
れ
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
今
後

税
収
面
の
減
収
に
よ
る
財
源
確
保

が
課
題
と
な
る
。
財
政
調
整
基
金

の
在
り
方
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

財
政
調
整
基
金（
※
６
）の

在
り
方
に
つ
い
て

休
校
は
感
染
症
法
や
学
校
保

健
安
全
法
（
※
７
）
に
基
づ

き
保
健
所
、
県
教
育
委
員
会
が
判

断
す
る
。
実
際
の
運
用
に
当
た
っ

て
は
、
学
習
機
会
を
確
保
す
る
た

め
、
一
律
に
学
校
全
体
を
休
業
と

す
る
の
で
は
な
く
、
学
年
や
学
級

に
限
定
す
る
な
ど
感
染
拡
大
防
止

に
必
要
な
範
囲
と
す
る
。
ま
た
市

町
村
と
も
方
針
を
共
有
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

り
、
２
月
下
旬
に
突
然
休
校

要
請
が
行
わ
れ
た
。
第
１
波
で
は

や
む
を
得
な
か
っ
た
が
、
休
校
は

子
ど
も
や
先
生
に
多
大
な
負
担
が

か
か
る
。
検
査
体
制
の
拡
充
に
よ

り
、
感
染
の
疑
い
例
を
待
機
、
療

養
に
つ
な
げ
、
今
後
は
で
き
る
だ

け
休
校
に
し
な
い
こ
と
が
可
能
に

な
る
。休
校
判
断
の
方
針
を
問
う
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
は
、
自

然
豊
か
で
生
活
イ
ン
フ
ラ
と

交
通
網
が
整
備
さ
れ
た
本
県
に
と

っ
て
移
住
を
促
進
す
る
上
で
有
利
。

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
テ
レ
ワ
ー
ク

を
契
機
と
し
た
移
住
を
テ
ー
マ
に

動
画
を
制
作
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に

よ
り
本
県
へ
の
移
住
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

ま
た
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
市

町
村
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
、
多
く
の
企
業
で
テ

レ
ワ
ー
ク
が
実
践
さ
れ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
機
に
新
し
い
生
活
様
式
に

対
応
し
た
働
き
方
と
し
て
重
視
さ

れ
て
い
る
。
本
県
は
都
心
か
ら
電

車
で
約
１
時
間
と
地
の
利
が
あ
り

自
然
も
豊
か
。
テ
レ
ワ
ー
ク
す
る

な
ら
埼
玉
と
し
て
移
住
政
策
の
取

り
組
み
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

コ
ロ
ナ
の
適
地
埼
玉

　6月定例会の一般質問は 6月
19日から行われました。15人
の議員が質疑・質問を行い、活
発な論議が行われました。

保
健
所
の
負
担
軽
減
の
た
め

に
、
所
外
へ
の
業
務
委
託
と

職
員
の
応
援
態
勢
の
構
築
を
行
っ

て
き
た
。
さ
ら
に
、
帰
国
者
・
接

触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
業
務
を
郡
市

医
師
会
や
看
護
協
会
へ
委
託
し
た

り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
を
外
部
の

感
染
症
専
門
家
チ
ー
ム
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｍ

Ａ
Ｔ
と
役
割
分
担
し
た
り
す
る
な

ど
の
対
策
を
進
め
る
。

第
１
波
で
は
保
健
所
が
業
務

過
多
に
陥
り
、
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
な
ど
相
談
の
流
れ
が
滞

っ
た
。
保
健
所
の
機
能
は
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
、
積
極
的
疫
学
調
査
、
患

者
振
り
分
け
、
検
体
の
搬
送
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
保
健
師
な
ど
専

門
職
の
業
務
を
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

さ
せ
な
い
対
策
が
必
要
と
考
え
る

が
所
見
を
伺
う
。

中
小
企
業
・
個
人
事
業
主
へ

の
支
援
制
度
は
原
則
そ
れ
ぞ

れ
の
窓
口
で
対
応
し
て
い
る
。
県

で
は
こ
れ
ま
で
も
国
や
商
工
団
体

な
ど
関
係
機
関
と
協
力
し
て
制
度

の
周
知
や
相
談
に
対
応
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
連
携
の
成
果
を
踏
ま

え
、
利
用
す
る
企
業
に
と
っ
て
利

便
性
の
高
い
相
談
体
制
を
検
討
す

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
は
、

国
の
持
続
化
給
付
金
や
雇
用

調
整
助
成
金
、
県
の
支
援
金
や
制

度
融
資
を
は
じ
め
多
様
な
支
援
制

度
が
あ
る
。
申
請
の
仕
方
や
窓
口

が
異
な
る
た
め
分
か
り
づ
ら
い
、

と
の
意
見
が
多
く
あ
る
。
国
、県
、

市
す
べ
て
の
申
請
を
職
員
の
配
置

な
ど
組
織
間
の
連
携
に
よ
り
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
で
対
応
し
て
は
。

一般質問

活力アップ

6 月 23日（火曜日）

高橋稔裕
（無所属）

柿沼貴志
（県民）

逢澤圭一郎
（自民）

守屋裕子
（共産党）

塩野正行
（公明）

渡辺　大
（自民）

6 月 22日（月曜日）

岡村ゆり子
（県民）

齊藤邦明
（自民）

6 月 19日（金曜日）

木村勇夫
（民主フォーラム）

福
祉
３
医
療
（
※
８
）
費
の

全
県
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て

大
会
に
携
わ
る
方
の
安
心
安

全
の
確
保
と
機
運
の
再
醸
成

が
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期
し
新
し
い

生
活
様
式
の
下
で
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
、
ウ
ェ
ブ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
活
用

し
県
民
と
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い

く
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
立
ち

向
か
う
埼
玉
な
ら
で
は
の
お
も
て

な
し
を
つ
く
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
ま
ん
延
に
よ

り
、
大
会
は
２
０
２
１
年
夏

へ
の
延
期
が
決
ま
り
、
県
民
の
意

識
が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
印

象
を
受
け
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
第

２
波
、第
３
波
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

記
録
に
も
記
憶
に
も
残
る
大
会
に

す
る
た
め
、
機
運
を
高
め
る
仕
掛

け
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
課
題

や
取
り
組
み
の
方
向
性
を
伺
う
。

オリンピック・パラリンピック

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー（
※
12
）

教
育
に
つ
い
て

今
後
の
休
校
の
考
え
方
に

つ
い
て

埼
玉
県
内
の
中
小
企
業・

個
人
事
業
主
を
守
る
た
め
に

さ
ら
な
る
支
援
を

長
期
化
に
備
え
た
保
健
所
の

体
制
整
備
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県
内
12
の
市
町
で
７
３
８
本

の
樹
木
に
被
害
が
確
認
さ
れ

た
。
防
虫
ネ
ッ
ト
や
薬
剤
提
供
な

ど
の
初
動
対
応
の
ほ
か
、
駆
除
の

実
技
を
交
え
た
研
修
会
、
薬
剤
に

よ
る
予
防
実
証
試
験
な
ど
を
行
う
。

ま
た
発
生
市
町
と
の
連
絡
会
議
へ

の
参
加
を
、
隣
接
市
町
村
を
は
じ

め
幅
広
く
呼
び
掛
け
、
地
域
一
体

で
早
期
発
見・防
除
に
取
り
組
む
。

サ
ク
ラ
な
ど
の
樹
木
に
被
害

を
も
た
ら
す
特
定
外
来
生
物

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い

て
、
県
で
は
こ
れ
ま
で
被
害
調
査

地
点
マ
ッ
プ
を
作
成
し
周
知
を
図

っ
て
き
た
が
、
被
害
は
広
が
っ
て

い
る
。
被
害
の
現
状
を
ど
う
捉
え

対
策
を
行
う
の
か
。
ま
た
、
被
害

撲
滅
に
は
地
域
一
体
で
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

埼玉県議会のホームページで、一問一答形式にした質疑質問・答弁の全文や、定例会の概要などをご覧いただけます。各種検索サイトから 検索埼玉県議会

本会議の様子▶

6 月 25日（木曜日）

高橋政雄
（自民）

杉島理一郎
（自民）

宮﨑吾一
（自民）

内沼博史
（自民）

髙木真理
（民主フォーラム）

浅井　明
（自民）

6 月 24日（水曜日）本会議の模様は、
インターネット中
継でご覧になれま
す。

一般質問で行われ
たすべての質疑質
問・答弁の全文は、
埼玉県議会のホー
ムページでご覧い
ただけます。

乳
幼
児
医
療
費
の
み
の
窓
口

無
料
化
で
は
市
町
村
の
負
担

が
増
す
と
い
う
課
題
が
あ
る
た
め

３
医
療
同
時
の
窓
口
無
料
化
を
検

討
し
て
い
る
。
高
額
療
養
費
に
つ

い
て
も
市
町
村
と
丁
寧
な
調
整
を

行
う
。
市
町
村
で
は
シ
ス
テ
ム
改

修
な
ど
膨
大
な
事
務
が
発
生
す
る

た
め
で
き
る
限
り
の
支
援
を
検
討

し
早
期
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
無
料

化
へ
向
け
政
策
転
換
が
な
さ

れ
た
。
し
か
し
県
は
３
医
療
費
の

窓
口
無
料
化
や
高
額
療
養
費
に
よ

る
市
町
村
の
負
担
増
を
課
題
と
し

て
挙
げ
る
な
ど
姿
勢
が
消
極
的
に

見
え
る
。
一
方
、
導
入
に
掛
か
る

コ
ス
ト
な
ど
市
町
村
に
と
っ
て
重

要
な
課
題
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
整

理
し
実
現
へ
向
け
取
り
組
む
の
か
。

福
祉
３
医
療
（
※
８
）
費
の

全
県
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

早
期
発
見
、
診
断
か
ら
支
援

へ
と
迅
速
に
つ
な
が
る
よ
う
、

相
談
機
関
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
布
や
講
演
会
の
ほ
か
、
企

業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
よ
り
周

知
を
進
め
る
。
経
済
面
・
生
き
が

い
面
で
仕
事
の
継
続
は
重
要
。
市

町
村
と
協
力
し
、
一
般
就
労
の
継

続
支
援
や
福
祉
的
就
労
（
※
９
）

へ
の
移
行
支
援
に
取
り
組
む
。

若
年
性
認
知
症
の
特
性
は
、

社
会
に
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て

い
な
い
。
働
き
盛
り
で
発
症
す
る

こ
と
が
多
い
が
、
高
齢
者
の
認
知

症
と
違
い
サ
ポ
ー
ト
や
環
境
が
整

え
ば
働
き
続
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

多
い
。
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
必

要
な
支
援
を
受
け
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は

令
和
２
年
度
末
ま
で
に
46
市

町
村
が
整
備
予
定
。
未
設
置
市
町

村
へ
の
整
備
を
進
め
つ
つ
、
地
域

生
活
支
援
拠
点
等
と
の
一
体
整
備

に
つ
い
て
も
優
良
事
例
を
紹
介
す

る
な
ど
に
よ
り
促
進
す
る
。
相
互

連
携
や
一
体
的
運
営
に
よ
り
地
域

の
障
害
者
の
支
援
体
制
が
整
う
よ

う
市
町
村
を
支
援
し
て
い
く
。

在
宅
の
障
害
者
の
支
援
は
市

町
村
が
整
備
す
る
地
域
生
活

支
援
拠
点
等
（
※
10
）
が
担
っ
て

い
る
。
こ
れ
と
併
せ
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
（
※
11
）
の
設
置
を

求
め
る
。
両
者
が
一
体
と
な
り
障

害
を
持
つ
方
々
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

を
担
う
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
障

害
者
を
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
で

き
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
と

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

一
体
整
備
に
つ
い
て

福　祉

教　育

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
情

報
活
用
能
力
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
。
メ
ー
ル
で
の
ト

ラ
ブ
ル
を
題
材
と
し
た
教
材
作
成

や
中
学
校
技
術
科
の
授
業
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
事
業
者
や
県
警
少
年
課
に
よ
る

講
演
を
依
頼
す
る
な
ど
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
後
は
教
員
研
修
に
取

り
入
れ
、
児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト
リ

テ
ラ
シ
ー
の
育
成
に
努
め
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
誹
謗
中
傷
に
よ

り
人
が
亡
く
な
っ
た
事
件
で

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
と
い
う
言
葉

が
盛
ん
に
使
わ
れ
た
。
フ
ェ
イ
ク

ニ
ュ
ー
ス
を
鵜
呑
み
に
し
た
拡
散

や
、
深
く
考
え
ず
行
っ
た
ネ
ッ
ト

投
稿
が
人
を
傷
つ
け
、
犯
罪
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
を
小
学
校

か
ら
教
育
現
場
で
具
体
的
に
教
え

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー（
※
12
）

教
育
に
つ
い
て

特
定
外
来
生
物

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の

被
害
に
万
全
の
対
策
を

環　境

●感染制御支援チームの導入について
●医療機関への財政的な支援を
●新型コロナウイルス感染症に便乗した特殊詐欺被害の防止対策について
●学校教育の充実について－性教育－
●県民が安心できる分かりやすい情報発信について
●危機に瀕

ひん

する文化・芸術活動への支援について
●有事の際の県と市町村との情報共有・連携について
●就労支援アドバイザーの配置を
●失われた授業時間と学習内容について
●救急救命士の能力活用について
●休校期間に行ったオンライン教育の内容と今後の方向性
●テレワークに関する民間企業への支援について
●スクールカウンセラーによる児童・生徒の心のケアについて
●「継承と発展」から「検証と反転」へ
●自殺者をなくす取り組み

その他の主な質疑・質問

※１ 病床確保計画
　新型コロナウイルス感染症の
拡大に備え、入院患者数などに
応じた四つのフェーズ（段階）ご
とに必要な病床数を設定した計
画。埼玉県の計画では、ピーク期
の陽性患者数を2,215名、うち
入院を要する患者
数を1,073名と推
計し、1,400床の病
床を確保する予定。

※２ 専門家会議
　埼玉県新型感染症専門家会議。
新型コロナウイルス感染症等の
発生状況等を踏まえ、本県の事
情に合った対策を検討するため
の会議。県内外の感染症の専門
家で構成される。

※３ COVMAT（コブマット）
　福祉施設や療養型医療施設な
どにおけるクラスター（集団感
染）対策として感染症対策の専門
家などで構成されたコロナ対策
チーム。施設内で感染者が発生し
た場合に当初から現場に派遣さ
れ感染拡大防止の支援を行う。

※４ 彩の国「新しい生活様式」安心宣言
　新型コロナウイルスの感染防
止と社会経済活動の両立を図る
ため、企業、業種別団体が業種や
施設の種別ごとに作成するガイ
ドライン。感染リスクに応じた
業種別安心宣言が設けられてお
り、評議会の確認を経ることで
認定を受けられる。安心宣言や
認定証の掲示により感染防止の
取り組みをPRすることで安心
な県民生活を実現する。

※５ 「強い経済の構築に向けた
　　埼玉県戦略会議」
　新型コロナウイルス感染症の
第2波、第3波に備え、新型コロ
ナウイルス感染症と共存が図れ
る強い埼玉県経済の構築を目指
すため、国・経済団体・県により
構成される会議。会議には官産
学金労によるワーキングチーム
を設置し提言を検討、社会実装
を目指す。

※６ 財政調整基金
　地方財政法の規定に基づき、
年度間における財源の調整を行
い、県財政の健全な運営に役立
てるために設置する。

※７ 感染症法、学校保健安全法
　感染症法は感染症の予防およ
び感染症患者に対する医療に関
する措置について、学校保健安
全法は学校における児童生徒等
および職員の健康の保持増進、
安全の確保について定めている。
学校保健安全法は「学校感染症」
に児童生徒等が感染した場合の
出席停止や臨時休業の根拠とな
る。

※８ 福祉3医療
　乳幼児（子ども）医療・ひと
り親家庭等医療・重度心身障害
者医療のこと。医療機関を受診
した場合の医療費の一部負担金
を県と市町村で助成する。

※９ 福祉的就労
　心身に障害があり、一般企業
で働くことが難しい場合などに
福祉サービスを受けながら働く
働き方。福祉的就労を行う場と
しては障害者総合支援法に基づ
く就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業
などがある。

※10 地域生活支援拠点等
　障害者の重度化・高齢化や「親
亡き後」を見据え、障害福祉サ
ービス事業者や関係機関などが
連携し、障害者の生活を地域全
体で支える体制。

※11 基幹相談支援センター
　さまざまな障害に関して住民
からワンストップで相談を受け
るとともに、地域の相談支援事
業者の資質向上のための指導も
行う、相談支援の中核的な役割
を担う機関。

※12 ネットリテラシー
　インターネットを正しく使い
こなすための知識や能力。また
ネット上の情報の正確性を読み
取り情報の取捨選択や適切な対
応ができること。

用 語 解 説

詳しくは県ホームページから。▲


